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はじめに 

 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、平成２２年３月に文部科学大臣から教育関係共

同利用拠点（拠点名：教職員能力開発拠点）として認定され、第１期（平成２２～２６年度）、

第２期（平成２７～令和元年度）を通じて、高等教育の質を高める専門家の育成を目的とした

ＦＤ／ＳＤ／ＩＲプログラムの開発・提供に取り組みました。これらの継続的な取組みが評価

され、令和元年８月には３度目の認定を受け、令和２年４月から第３期（令和２～６年度）に

入っています。第３期においては、個々の教職員に対する支援に留まらず、全国の大学のカリ

キュラム、制度、リーダーシップ等の改善に向けた支援、すなわち「組織開発支援」を重視し

た取組みを行っています。 

本年度（令和４年度）は、コロナ禍も３年目となり、多くの高等教育機関において、対面と

オンラインのそれぞれの利点を活かした授業を実施されました。本拠点事業においても、授業

内容や受講想定者によって、開催方法を柔軟に変えながら、実施しました。 

重点事業に位置づけている「専門家・指導者の養成と支援」のための研修については、１０

月にＳＤコーディネーター養成講座を、１２月にＩＲｅｒ養成講座を開催し、全国の高等教育

機関から多数の参加希望をいただきました。そのため、オンラインでの開催としましたが、参

加者自らが取り組むワークを実施したほか、講師や他の参加者と関わる時間を多く提供するプ

ログラムにしました。 

同時に、人的交流の促進を図るため、その他の研修プログラムや講師派遣事業においては、

対面での授業を段階的に取り入れました。受講者からは、「対面ならではの交流について、好

意的な意見」が多数寄せられました。 

さらに、本拠点では、対面と同期型オンラインに加えて、オンデマンドコンテンツの開発に

も力を入れています。コロナ禍での経験を活かし作成したコンテンツをホームページに多数公

開し、全国の高等教育機関にご利用いただいています。 

今後も、対面、同期型オンライン、非同期型オンラインのそれぞれの利点を組み合わせたプ

ログラムを実施していく予定です。また、開催方法のみならず、新しいテーマでの研修開発に

も取り組み、令和６年度に新たに開講する準備を進めています。時代のニーズに合った内容、

開講形態の授業を蓄積する拠点となるべく、進めて参ります。 

引き続き、本拠点が、全国の大学のカリキュラムなどの改善に貢献できますよう、お力添え

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

令和５年３月 

国立大学法人愛媛大学長  仁 科 弘 重 
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県立広島大学からの報告書 

研修名：「カリキュラムの評価及び検証方法」  

講 師：中井 俊樹（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 教授） 

参加者：８２名（教員７６名、職員６名） ／ 会 場：オンライン 

＜概要等＞ 

愛媛大学の中井俊樹氏を講師にお招きし「カリキュラムの評価及び検証方法」をテーマにオン

ライン研修を行った。

研修ではカリキュラムの構成要素等について学びながら、ディプロマポリシーとカリキュラム

の各授業の対応がまとめられたカリキュラムマップをどのように活用することができるかについ

て、学科・コースごとにグループに分かれて議論行い、カリキュラムマップを活用した点検と改

善方法についてについて理解を深めた。 

京都産業大学からの報告書 

研修名：「学修者本位の教育の実現に向けたカリキュラム設計」 

講 師：中井 俊樹、竹中 喜一（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 教授、准教授） 

参加者：８１名（教員５９名、職員２２名）  

会 場：京都産業大学神山ホール３階 第１セミナー室 / オンライン 

＜概要等＞ 

愛媛大学の中井 俊樹教授、竹中 喜一准教授を講師にお招きし、「学修者本位の教育の実現

に向けたカリキュラム設計」をテーマに研修を行った。 

本研修は、令和３年度から整備を進めてきたカリキュラムマップやアセスメントプランに基

づいてカリキュラムの検証・見直しをはかっていく今後の取組みを見据えて、カリキュラム編

成に関わる教職員を対象とし、カリキュラム編成の基礎知識、カリキュラムの評価方法から改

善のための具体的なアクションプランまでを取り扱った。 

１日目は学部混合、２日目は学部ごとにワーキンググループを組み、「講師からの解説→個

人ワーク→グループワーク→全体共有」を繰り返すことで、学部内だけでなく学部間で課題意
識を共有する機会となった。２日目の午後は実際にカリキ

ュラム改善のための課題や改善案を学部ごとに取りまとめ

全体共有を行った。研修後のアンケートからは、「今後の

作業に活かせる学びがあった」「具体的な改善方法・アク

ションプランが作成できた」「他学部と意見交換や課題共

有ができる貴重な機会であった」等の感想が寄せられ、大

学全体が足並みをそろえて改革に取り組むための基盤づく

りが進んだ。
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